
L

G

B

I

学

生

の

存

在

を

考

え

る

｜

｜

キ

ャ

ン

パ

ス

内

で

の

ダ

イ

パ

｜

シ

一

ア

ィ

推

進

の

た

め

に

日

高

庸

晴

・

宝

塚

大

学

看

護

学

部

教

綬

は

じ

め

に

L

G

B

T

と

呼

ば

れ

る

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

イ

の

存

在

に

、

こ

の

と

こ

ろ

注

目

が

集

ま

っ

て

い

る

。

F

g

E
山

口

（

レ

ズ

ビ

ア

ン

女

性

）

、

の

ミ

ー

（
ゲ

イ

男

性

）

、

巴

自

主

包

（
パ

イ

セ

ク

シ

ユ

ア

ル

男

性

・

女

性

）

、

斗

円

吉

田

m

E

2

（
ト

ラ

ン

ス

ジ

ェ

ン

ダ

l

）

の

そ

れ

ぞ

れ

の

頭

文

字

を

と

っ

て

表

現

さ

れ

て

い

る

が

、

L

G

B

T

に

含

ま

れ

る

「

性

的

指

向

」

と

「

性

自

認

」

の

概

念

二

つ

が

混

同

さ

れ

る

な

ど

、

正

し

く

認

識

さ

れ

て

い

な

い

場

合

も

多

い

。

「

性

的

指

向

」

と

は

、

性

愛

や

恋

愛

の

指

向

性

が

男

性

に

向

く

の

か

女

性

に

向

く

の

か

あ

る

い

は

男

女

両

方

な

の

か

、

晴

好

で

は

な

く

ま

さ

に

そ

の

指

向

を

示

し

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

本

人

の

意

志

に

基

づ

い

て

選

択

可

能

な

た

く

い

の

も

の

で

は

な

い

。

一

方

、

「

性

自

認

」

と

は

「

性

同

一

性

」

と

も

表

現

さ

れ

る

が

、

自

ら

が

認

識

す

る

性

別

（

い

わ

ゆ

る

心

の

性

別

）

で

あ

る

。

こ

の

性

自

認

. 76  S e p 2014 

と

身

体

的

性

別

が

一

致

せ

ず

、

一

性

障

害

と

診

断

さ

れ

る

。

ま

た

、

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

は

人

に

よ

っ

て

は

あ

い

ま

い

さ

や

多

様

性

が

あ

り

、

必

ず

し

も

L

G

B

T

に

限

定

さ

れ

な

い

存

在

と

し

て

の

X

ジ

ェ

ン

ダ

ー

や

、

性

的

指

向

や

性

自

認

の

自

覚

が

は

っ

き

り

し

な

い

D

5
印巴

O

ロ

5

m

（

ク

エ

ス

チ

ヨ

ニ

ン

グ

）

と

い

っ

た

多

様

な

存

在

も

あ

る

。

当

事

者

の

多

く

の

語

り

に

よ

れ

ば

、

思

春

期

・

青

年

期

（

早

け

れ

ば

小

学

校

低

学

年

と

い

う

場

合

も

少

な

く

な

い

）

に

気

づ

い

た

ら

向

性

に

関

心

を

も

つ

よ

う

に

な

っ

て

い

た

、

あ

る

い

は

自

ら

の

性

自

認

と

身

体

的

性

別

の

不

一

致

を

自

覚

し

た

り

違

和

感

を

抱

く

よ

う

に

な

り

、

そ

れ

以

降

長

期

に

わ

た

り

葛

藤

が

続

い

て

き

た

と

い

う

証

言

が

圧

倒

的

で

あ

る

。

筆

者

が

厚

生

労

働

科

学

研

究

の

一

環

で

、

二

O

一

一

1

二

O

一

一
一

年

に

六

自

治

体

の

教

員

（

保

幼

小

中

高

校

）

を

対

象

に

実

施

し

た

調

査

（
有

効

回

答

数

五

九

七

八

人

）

に

よ

れ

ば

（

E
召

＼

＼

Z
白

Z

Y

－
－

印印

己

巾
・

5
＼

Z

R

Z

E
－

－
mσ

門

1

2

2

3－

U

与

問

）

、

「

同

性

愛

に

な

る

か

異

性

愛

に

な

る

か

、

本

人

の

選

択

に

よ

る

も

の

だ

と

思

い

ま

す

か

」

と

い

う

問

い

に

対

し

て

、

一

定

の

基

準

を

満

た

し

た

場

合

に

性

同



そ

う

思

う

（

一一一

八

・

六

%

）

、

わ

か

ら

な

い

（

一
一
一
二

・

八

%

）

を

合

わ

せ

る

と

、

教

員

の

七

割

が

性

的

指

向

に

つ

い

て

正

し

い

認

識

を

し

て

い

な

い

こ

と

や

、

「

同

性

愛

は

精

神

的

な

病

気

の

一

つ

だ

と

思

う

」

の

問

い

で

は

、

そ

う

思

う

（

五

・

七

%

）

、

わ

か

ら

な

い

（

二

五

・

一

%
）

を

合

わ

せ

る

と

、

三

割

以

上

の

教

員

が

同

性

愛

は

精

神

疾

患

で

あ

る

と

誤

解

し

て

い

る

現

状

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

。

大

学

の

教

職

員

を

対

象

に

し

た

同

様

の

調

査

は

実

施

さ

れ

て

い

な

い

た

め

実

態

は

明

ら

か

に

な

っ

て

い

な

い

が

、

こ

れ

ら

の

こ

と

は

、

大

学

の

教

職

員

に

お

い

て

も

学

生

支

援

に

あ

た

っ

て

当

然

備

え

て

お

く

必

要

が

あ

る

最

低

限

の

知

識

で

あ

ろ

う

。

本

稿

で

は

、

誌

幅

の

関

係

で

X

ジ

エ

ン

ダ

l

や

ク

エ

ス

チ

ヨ

ニ

ン

グ

と

い

っ

た

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

に

つ

い

て

詳

述

す

る

こ

と

は

難

し

い

が

、

L

G

B

T

を

知

れ

ば

す

べ

て

の

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

イ

や

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

の

多

様

性

に

つ

い

て

理

解

で

き

る

わ

け

で

は

な

い

こ

と

、

L

G

B

T

理

解

は

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

理

解

の

は

じ

め

の

一

歩

で

あ

る

こ

と

を

断

っ

て

お

き

た

い

。

L

G

B

T

の

健

康

課

題

を

含

む

当

事

者

の

現

状

を

理

解

す

る

に

あ

た

り

、

社

会

調

査

の

結

果

が

非

常

に

重

要

に

な

っ

て

く

る

。

L

G

B

T

に

関

す

る

報

道

が

増

え

て

き

た

こ

と

に

よ

り

、

一

見

し

て

そ

の

存

在

が

可

視

化

さ

れ

て

き

た

か

の

よ

う

に

感

じ

る

が

、

そ

の

実

情

は

詳

細

に

知

ら

れ

て

い

な

い

こ

と

が

多

い

た

め

で

あ

る

。

わ

が

国

に

お

い

て

は

、

一

九

九

0

年

代

後

半

以

降

現

在

ま

で

、

ゲ

イ

・

ハ

イ

セ

ク

シ

ユ

ア

ル

男

性

を

対

象

に

し

た

疫

学

調

査

が

数

多

く

実

施

さ

れ

て

き

た

。

一

連

の

研

究

は

、

厚

生

労

働

省

エ

イ

ズ

対

策

研

究

事

業

の

一

環

と

し

て

H

I

V

感

染

の

流

行

に

合

わ

せ

、

当

該

集

団

の

H

I

V

感

染

リ

ス

ク

行

動

や

そ

の

関

連

要

因

に

つ

い

て

実

態

把

握

を

進

め

る

た

め

に

実

施

さ

れ

た

も

の

が

大

半

で

あ

る

。

一

方

、

レ

ズ

ビ

ア

ン

女

性

や

ト

ラ

ン

ス

ジ

ェ

ン

ダ

l

を

対

象

に

し

た

量

的

研

究

は

こ

れ

ま

で

の

と

こ

ろ

そ

れ

ほ

ど

多

く

は

な

い

。

本

稿

で

は

、

筆

者

ら

が

実

施

し

た

国

内

ゲ

イ

・

パ

イ

セ

ク

シ

ユ

ア

ル

男

性

を

対

象

に

し

た

累

積

五

万

人

以

上

の

研

究

参

加

者

を

獲

得

し

た

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

調

査

（

宮

晋

＼＼

者

宅

建

－

m
ミ

・

5

B
ュ

・

忌

＼）

か

ら

得

ら

れ

た

知

見

と

、

性

同

一

性

障

害

者

の

臨

床

現

場

か

ら

の

報

告

を

ひ

も

と

き

な

が

ら

、

当

該

集

団

が

直

面

す

る

健

康

課

題

の

う

ち

、

筆

者

が

最

も

深

刻

と

認

識

す

る

思

春

期

・

青

年

期

に

お

け

る

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

の

現

状

と

大

学

で

実

現

可

能

な

支

援

の

あ

り

方

に

つ

い

て

考

え

て

み

た

い

。

思

春

期

・

青

年

期

の

出

来

事

米

固

な

ど

臥

米

諸

外

国

に

お

け

る

先

行

研

究

に

よ

れ

ば

、

の

彼

ら

は

、

学

齢

期

か

ら

異

性

愛

が

中

心

の

学

校

の

中

で

居

場

所

の

な

さ

や

社

会

的

疎

外

感

を

感

じ

、

周

囲

に

理

解

者

が

少

な

い

こ

と

や

ピ

ア

（
同

輩

）

の

仲

間

と

出

会

う

こ

と

の

難

し

さ

か

ら

孤

独

感

を

よ

り

募

ら

せ

る

状

況

に

あ

る

こ

と

、

さ

ら

に

は

学

校

で

の

い

じ

め

被

害

率

が

概

し

て

高

い

こ

と

が

報

告

さ

れ

て

い

る

。

わ

が

国

で

も

ゲ

イ

男

性

の

五

四

%

に

い

じ

め

被

害

経

験

が

あ

り

（

嶋

L

G

B

T
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根

・

日

高

・

松

崎

、

二

O

一

二

年

）

、

ト

ラ

ン

ス

ジ

ェ

ン

ダ

l

の

二

九

・

四

%

に

不

登

校

経

験

が

あ

る

（

中

塚

、

二

O

二

二

年

）

こ

と

が

わ

か

っ

て

い

る

。

ま

た

、

一

O

代

ゲ

イ

男

性

の

自

傷

行

為

生

涯

経

験

率

は

一

七

%

（

日

高

・

嶋

根

、

二

O

二

一
年

）

、

ト

ラ

ン

ス

ジ

エ

ン

ダ

ー

で

は

一

六

%

（

針

問

・

石

丸
、

二

O

一

O

年
）

で

あ

り

、

首

都

圏

男

子

中

高

生

の

七
・

五

%

（

宮

え

2

5

0

8

除

H

B白

B

E

E－

N

C

C

∞

）

と

比

較

し

て

も

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

イ

の

自

傷

行

為

経

験

率

は

二

倍

以

上

高

率

で

あ

る

。

L

G

B

T

で

あ

る

こ

と

を

カ

ミ

ン

グ

ア

ウ

ト

（
告

白

）

す

る

こ

と

は

、

多

く

の

当

事

者

に

と

っ

て

大

変

な

心

的

葛

藤

が

伴

う

作

業

で

あ

る

。

な

ぜ

な

ら

、

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

を

カ

ミ

ン

グ

ア

ウ

ト

す

る

こ

と

は

、

そ

の

相

手

が

自

分

に

と

っ

て

良

き

理

解

者

に

な

っ

て

く

れ

る

か

ど

う

か

、

仲

良

く

付

き

合

っ

て

き

た

友

達

と

よ

り

深

く

親

交

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

る

か

ど

う

か

な

ど

、

こ

れ

ま

で

の

人

間

関

係

を

試

さ

れ

る

か

の

よ

う

な

複

雑

な

感

情

が

当

事

者

に

深

く

関

係

し

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

カ

ミ

ン

グ

ア

ウ

ト

を

経

て

よ

り

多

く

の

理

解

者

を

得

た

そ

の

延

長

と

し

て

、

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

と

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

の

安

寧

が

あ

る

と

言

え

る

だ

ろ

、
っ

。

自

殺

未

遂

関

連

行

動

L

G

B

T

学

生

の

安

全

な

大

学

生

活

を

支

援

・

確

保

し

て

い

く

う

え

で

、

最

も

危

機

管

理

が

必

要

な

事

項

の

一

つ

と

し

て

、

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

の

悪

化

防

止

と

自

殺

予

防

が

挙

げ

ら

れ

る

。

彼

ら

の

多

く

は

、

学

齢

表 1 仰うっと自殺関連行動（ゲイ ・パイセクシュアル男性）

有効回答数 10代 2 0代 3 0代 4 0代

（調査実施年） (3 71人） (2, 432人） (2,037人） (652人）

5,731 人

50. 7%  43. 6%  3 6.8%  

(2005年）

5, 731人

(2005年）

5, 731人

(2005年）

5 0代以上

(205人）

16.6%  27. 3%  抑うつ

5 1. 7 % 62. 6%  66. 1%  68. 1%  6 4.7%  自殺を考えたこと

8. 3%  12. 0%  13. 7%  15. 1%  16. 2%  自殺未遂

自傷行為経験率（ゲイ・パイセクシユアル男性）

10代 2 0代 3 0代

(282人） ( 1, 284人） (1, 182人）

表 2

有効回答数

（調査実施年）

3, 685人

(2 011年P C)

※ 刃物などでわざと自分の身体を似つけた

5 0代以上

(2 2 6人）

4 0代

(667人

6.1 %  9. 2%  11.8%  7. 0% 自傷行為※ 5. 3%  

期

の

い

じ

め

被

害

や

不

登

校

経

験

か

ら

自

尊

感

情

や

自

己

肯

定

感

が

著

し

く

低

下

し

て

い

る

場

合

が

あ

る

。

さ

ら

に

、

抑

う

つ

傾

向

は

他

集

団

と

比

較

し

て

も

概

し

て

高

率

で

あ

り

、

年

齢

階

級

別

の

抑

う

つ

率

は

一

O

代

ゲ

イ

男

性

で

五

0

・

七

%

、

二

O

代

で

凹

三

・

六

%

と

い

う

調

査

結

果

（

日

高

・

市

川

・

木

村

、

二

O

O

七

年

）

も

あ

る

。

政

府

の

自

殺

総

合

対

策

大

綱

の

五

年

目

の

見

直

し

の

時

点

で

（

二

O

一

二

年

八

月

に

閣

議

決

定

）

、

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

へ

の

配

慮

の

必

要

性

が

そ

れ

に

追

記

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

が

、

自

殺

既

遂

者

の

動

機

や

背

景

要

因

と

し

て

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

の

関

与

の

把

握

は

一

切

な

く

、

国

レ

ベ

ル

で

把

握

で

き

る

情

報

が

ほ

と

ん

ど

な

い

。
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一

O

二

五

人

の

ゲ

イ

・

パ

イ

セ

ク

シ

ユ

ア

ル

男

性

を

対

象

に

し

た

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

調

査

で

は

、

回

答

者

全

体

の

六

五

%

に

自

殺

念

慮

経

験

が

あ

り

、

一

五

%

に

自

殺

未

遂

経

験

が

あ

っ

た

（

目

E

E

h

w

O匂

q

R

F

0
・

N
o
g
－

大

阪

市

内

の

若

者

男

女

二

O

九

五

人

を

対

象

に

し

た

街

頭

調

査

で

は

、

自

殺

未

遂

の

生

涯

経

験

率

は

九

%

（
男

性

六

%

、

女

性

一

一

%

）

で

あ

り

、

自

殺

未

遂

行

動

に

関

連

す

る

要

因

を

男

女

別

に

解

析

し

た

と

こ

ろ

、

男

性

に

お

い

て

は

性

的

指

向

以

外

の

他

の

要

因

の

影

響

を

調

整

し

て

も

な

お

性

的

指

向

が

自

殺

未

遂

リ

ス

ク

を

高

め

る

決

定

的

要

因

で

あ

り

、

異

性

愛

男

性

と

比

較

し

て

ゲ

イ

・

パ

イ

セ

ク

シ

ユ

ア

ル

男

性

の

自

殺

未

遂

リ

ス

ク

は

五

・

九

八

倍

（

目

E

E

2
白

r

N

O

O

∞

）

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

っ

た

。

ま

た

、

ト

ラ

ン

ス

ジ

エ

ン

ダ

l

の

自

殺

念

慮

経

験

率

を

六

二

・

O

%

（

男

性

か

ら

女

性

へ

の

M

T

F

（
呂

田

］
巾

g

司

巾

自

由

ぽ

）

で

は

七

一

・

一

一

%

、

女

性

か

ら

男

性

へ

の

F

T

M

q

g
口
同

Z

S

冨

同

庁

）

で

は

五

七

・

一

%

）

、

自

殺

未

遂

率

を

一

0

・

八

%

（

M

T

F

で

は

一

四

・

O

%

、

F

T

M

で

は

九

・

一

%

）

と

示

す

臨

床

報

告

も

あ

り

（
針

間

・

石

丸

、

二

O

一

O

年

）

、

ゲ

イ

男

性

の

そ

れ

と

同

様

の

傾

向

で

あ

る

。

四

L

G

B

T

学

生

の

た

め

に

大

学

が

で

き

る

こ

と

－

学

生

相

談

室

の

充

実

前

述

の

と

お

り

、

大

学

入

学

前

ま

で

の

学

齢

期

に

い

じ

め

被

害

や

不

登

校

経

験

が

あ

る

者

、

異

性

愛

を

前

提

と

す

る

生

活

に

社

会

的

に

適

応

す

る

こ

と

の

心

理

的

ス

ト

レ

ス

や

そ

の

脆

弱

性

が

高

い

状

況

に

あ

る

者

、

あ

る

い

は

症

状

の

発

現

は

な

く

と

も

心

理

的

支

援

の

必

要

性

を

感

じ

て

い

る

L

G

B

T

学

生

は

一

定

数

存

在

す

る

と

き

す

ん

よ

う

。

L

G

B

T

学

生

を

対

象

に

し

た

緊

急

度

が

高

い

支

援

策

の

一

つ

が

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

支

援

で

あ

り

、

学

生

相

談

室

や

保

健

管

理

セ

ン

タ

ー

が

そ

の

存

在

感

を

存

分

に

発

揮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

当

事

者

の

多

く

は

、

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

な

ど

対

人

援

助

の

専

門

職

と

共

に

、

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

を

含

め

て

自

分

自

身

を

振

り

返

り

自

己

を

見

つ

め

て

み

た

い

と

考

え

て

い

る

。

し

か

し

、

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

の

支

援

や

援

助

ニ

l

ズ

の

あ

る

L

G

B

T

の

中

に

は

、

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

を

明

ら

か

に

し

た

際

に

ど

の

よ

う

に

反

応

さ

れ

る

か

、

秘

密

保

持

（
守

秘

）

を

信

頼

で

き

る

か

な

ど

の

不

安

か

ら

専

門

家

へ

の

ア

ク

セ

ス

の

一

歩

を

踏

み

出

せ

ず

に

い

る

者

も

少

な

く

な

い

。

そ

の

た

め

学

生

相

談

に

た

ど

り

着

い

た

あ

と

も

。

本

当

の

自

分

。

を

話

す

こ

と

を

跨

踏

し

て

し

ま

い

、

自

己

開

示

を

た

め

ら

う

こ

と

も

多

い

。

一

O

代

ゲ

イ

男

性

で

心

理

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

・

心

療

内

科

・

精

神

科

の

受

診

経

験

が

あ

る

者

の

う

ち

、

自

身

の

性

的

指

向

に

つ

い

て

話

題

に

し

た

者

は

わ

ず

か

八

%

と

低

率

で

あ

る

（

日

高

・

嶋

根

、

二

O

一

二

年
）

。

同

様

に

、

学

生

相

談

に

現

れ

る

学

生

が

L

G

B

T

で

あ

る

こ

と

を

カ

ミ

ン

グ

ア

ウ

ト

す

る

可

能

性

は

限

定

的

で

あ

る

。

そ

れ

ゆ

え

、

学

生

相

談

室

に

来

訪

す

る

学

生

が

L

G

B

T

で

あ

る

か

ど

う

か

わ

か

ら

な

く

て

も

、

性

別

や

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

、

恋

愛

や

性

愛

の

話

題

で

中

立

的

な

姿

勢

を

保

つ

こ

と

が

必

要

に

な

る

。

例

え

ば

、
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恋

愛

や

性

愛

の

対

象

が

異

性

で

あ

る

こ

と

を

前

提

・

当

然

と

し

た

会

話

を

し

な

い

よ

う

に

留

意

す

る

こ

と

、

学

生

が

異

性

と

の

恋

愛

関

係

を

諾

っ

て

い

た

と

し

て

も

本

当

は

向

性

と

の

そ

れ

を

置

き

換

え

て

語

っ

て

い

る

可

能

性

が

あ

る

か

も

し

れ

な

い

場

合

が

あ

る

こ

と

に

想

像

力

を

巡

ら

せ

る

こ

と

な

ど

で

あ

り

、

そ

う

い

っ

た

配

慮

が

信

頼

関

係

を

構

築

す

る

基

盤

と

な

り

、

支

援

環

境

の

整

備

と

強

化

に

も

つ

な

が

る

。

さ

ら

に

言

え

ば

、

キ

ャ

ン

パ

ス

の

片

隅

の

学

生

相

談

室

に

や

っ

て

き

た

学

生

の

み

を

対

象

に

す

る

消

極

的

支

援

で

は

、

い

さ

さ

か

も

の

足

り

な

い

。

学

生

全

般

を

対

象

に

、

学

生

相

談

室

の

役

割

と

存

在

の

周

知

を

よ

り

一

層

積

緩

的

に

す

る

と

と

も

に

、

そ

の

際

に

は

、

学

生

相

談

室

に

L

G

B

T

を

含

む

多

様

性

を

積

極

的

に

受

け

入

れ

る

姿

勢

が

あ

り

、

そ

の

準

備

が

あ

る

こ

と

を

明

機

に

う

た

う

べ

き

だ

ろ

う

。

具

体

的

に

は

、

学

生

便

覧

、

掲

示

板

、

ホ

l

ム

ペ

l

ジ

な

ど

を

通

じ

て

、

あ

る

い

は

ゼ

ミ

担

当

教

員

や

チ

ュ

l

タ

ー

な

ど

を

通

じ

て

、

す

べ

て

の

学

生

に

き

め

細

か

に

周

知

す

る

こ

と

が

重

要

で

あ

る

。

こ

う

し

た

取

り

組

み

が

L

G

B

T

学

生

の

学

生

相

談

室

訪

問

の

ハ

ー

ド

ル

を

下

げ

る

こ

と

に

つ

な

が

り

、

訪

問

機

会

の

き

っ

か

け

を

積

極

的

に

つ

く

る

こ

と

に

な

る

。

学

生

相

談

室

が
、

L

G

B

T

へ

支

援

的

姿

勢

で

あ

る

こ

と

や

前

向

き

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

学

生

に

認

識

さ

せ

る

よ

う

に

ア

ピ

ー

ル

す

る

こ

と

、

学

生

の

側

か

ら

訪

問

し

や

す

い

環

境

や

雰

囲

気

を

整

備

す

る

こ

と

で

あ

る

。

ど

の

学

生

が

L

G

B

T

で

あ

る

か

を

教

職

員

が

見

極

め

を

試

み

る

こ

と

や

、

あ

ぶ

り

出

す

よ

う

な

こ

と

は

決

し

で

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

。

五

・80

大

学

が

担

う

支

援

的

な

環

境

を

整

備

す

る

こ

と

緊

急

性

の

高

い

支

援

策

と

そ

の

必

要

性

に

つ

い

て

学

生

相

談

を

ま

ず

挙

げ

た

が

、

そ

れ

以

外

に

も

大

学

が

担

う

こ

と

が

可

能

な

環

境

整

備

が

あ

る

。

ハ
門

講

義

で

で

き

る

こ

と

多

く

の

学

生

に

と

っ

て

高

校

ま

で

あ

る

い

は

現

在

の

大

学

教

育

に

お

い

て

も

、

L

G

B

T

を

含

む

セ

ク

シ

ユ

ア

ル

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

や

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

の

多

様

性

に

つ

い

て

学

ぶ

機

会

は

非

常

に

限

ら

れ

て

い

る

。

大

学

の

講

義

と

し

て

そ

の

機

会

を

提

供

す

る

こ

と

は

ど

の

学

部

や

学

科

で

も

可

能

で

あ

り

、

一

般

教

養

の

位

置

づ

け

と

し

て

科

目

を

配

置

す

る

こ

と

や

人

権

教

育

の

一

環

で

「

ヒ

ュ

ー

マ

ン

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

」

「

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

と

人

権

」

と

い

っ

た

科

目

を

、

あ

る

い

は

他

の

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

の

課

題

を

も

盛

り

込

ん

だ

「

ダ

イ

パ

l

シ

テ

ィ

論

」

を

設

置

す

る

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う

。

実

際

に

こ

う

い

っ

た

取

り

組

み

は

各

大

学

で

始

ま

っ

て

お

り

、

必

ず

し

も

専

門

特

化

し

た

科

目

で

な

く

て

も

、

「

ジ

エ

ン

ダ

l

論

」

「

健

康

科

学

概

論

」

な

ど

既

存

の

科

目

の

中

で

L

G

B

T

を

扱

う

大

学

教

員

も

硲

実

に

増

え

て

き

て

い

る

。

い

ず

れ

の

場

合

で

も

、

正

規

の

科

目

の

中

で

L

G

B

T

を

学

ぶ

機

会

が

あ

る

こ

と

は

、

当

事

者

の

学

生

に

と

っ

て

は

エ

ン

パ

ワ

l

メ

ン

ト

に

な

る

ば

か

り

で

な

く

、

当

事

者

以

外

の

学

生

に

お

い

て

も

貴

重

な

学

び
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と

多

様

性

理

解

の

促

進

の

場

と

な

る

。

結

果

と

し

て

学

生

の

多

数

派

を

占

め

る

異

性

愛

者

の

中

に

L

G

B

T

へ

の

理

解

者

と

支

援

者

を

養

成

す

る

こ

と

に

も

な

り

、

当

事

者

学

生

の

キ

ャ

ン

パ

ス

ラ

イ

フ

の

質

の

向

上

に

寄

与

す

る

だ

ろ

う

。

口

学

生

ガ

イ

ド

や

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

防

止

規

程

で

で

き

る

こ

と

国

際

基

督

教

大

学

ジ

ェ

ン

ダ

l

研

究

セ

ン

タ

ー

で

は

「

L

G

B

T

学

生

ガ

イ

ド

－
m

I

C

U

ト

ラ

ン

ス

ジ

エ

ン

ダ

l

／

G

I

D

編

」

（

F

2

u
・
＼＼

名

目

一u

・
5

＝
・
白
円
・
」
匂

＼

円

m

m

1

0
＼

己
O

門的

＼
N

O

H

N

O

C

C

H

叶
，

m

m

c
一
色
巾
司
三
一
－

E
同

）

を

発

行

し

て

お

り

、

学

籍

簿

へ

の

性

別

記

載

変

更

・

氏

名

記

載

変

更

、

健

康

診

断

受

診

時

の

配

慮

、

体

育

実

技

や

ロ

ッ

カ

ー

使

用

、

誰

で

も

（

多

目

的

）

ト

イ

レ

の

設

置

な

ど

、

具

体

例

を

示

し

な

が

ら

対

応

窓

口

を

案

内

し

て

お

り

先

駆

的

な

取

り

組

み

を

し

て

い

る

。

ま

た

、

ハ

ラ

ス

メ

ン

卜

防

止

規

程

に

性

的

指

向

や

性

自

認

な

ど

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

の

視

点

を

盛

り

込

み

、

明

文

化

す

る

大

学

も

増

加

傾

向

に

あ

る

。

こ

う

し

た

取

り

組

み

は

大

学

が

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

に

起

因

す

る

差

別

や

偏

見

、

社

会

的

排

除

は

許

さ

な

い

姿

勢

で

あ

る

こ

と

を

、

す

べ

て

の

学

生

に

公

に

示

す

非

常

に

い

い

機

会

に

な

る

。

日

当

事

者

サ

ー

ク

ル

活

動

へ

の

支

援

か

つ

て

は

L

G

B

T

の

仲

間

内

だ

け

で

ひ

っ

そ

り

と

会

合

を

も

っ

て

い

た

彼

ら

の

サ

ー

ク

ル

活

動

も

、

現

在

で

は

活

発

に

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

キ

ャ

ン

パ

ス

内

で

可

視

化

さ

れ

る

存

在

と

な

っ

て

い

る

。

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

検

索

す

る

と

、

早

稲

田

大

学

公

認

サ

ー

ク

ル

G

L

O

W

な

ど

少

な

く

と

も

全

国

の

数

十

の

大

学

で

サ

ー

ク

ル

が

結

成

さ

れ

て

お

り

、

当

事

者

学

生

同

士

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

キ

ン

グ

に

と

ど

ま

ら

ず

、

異

性

愛

者

の

支

援

者

・

理

解

者

と

も

出

会

い

、

交

流

す

る

場

と

な

っ

て

い

る

。

当

事

者

サ

ー

ク

ル

を

大

学

が

公

認

す

る

こ

と

や

、

学

園

祭

な

ど

公

的

行

事

で

の

出

展

・

イ

ベ

ン

ト

開

催

に

あ

た

っ

て

支

援

・

助

成

す

る

こ

と

も

、

L

G

B

T

学

生

の

快

適

な

学

生

生

活

実

現

の

一

助

と

な

る

。

同

事

務

窓

口

で

の

扱

い

ト

ラ

ン

ス

ジ

エ

ン

ダ

l

の

学

生

に

対

す

る

必

要

な

配

癒

と

し

て

、

学

生

証

や

学

内

の

各

種

・

申

請

書

に

必

ず

し

も

必

要

と

は

言

え

な

い

性

別

表

記

欄

を

削

除

す

る

こ

と

、

多

目

的

ト

イ

レ

を

設

置

す

る

こ

と

、

い

ず

れ

の

申

し

入

れ

の

際

に

も

診

断

書

の

提

出

を

前

提

と

し

な

い

こ

と

な

ど

が

重

要

で

あ

ろ

う

。

つ

ま

り

、

大

学

側

が

診

断

を

急

が

せ

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

最

大

限

に

配

慮

し

、

診

断

書

が

な

く

て

も

希

望

す

る

性

で

の

大

学

生

活

を

送

る

た

め

の

方

策

は

い

く

つ

も

あ

り

（

例

え

ば

改

名

、

性

別

表

記

、

ロ

ッ

カ

ー

使

用

な

ど

て

個

別

に

対

応

し

て

い

く

柔

軟

性

が

必

要

で

あ

る

。

一

方

、

学

生

生

活

の

中

で

直

面

す

る

最

も

高

い

壁

と

な

る

困

難

の

一

つ

と

し

て

就

職

活

動

が

挙

げ

ら

れ

る

。

就

職

支

援

に

あ

た

っ

て

で

き

る

こ

と

は

、

L

G

B

T

を

取

り

巻

く

厳

し

い

現

実

が

あ

る

一

方

で

、

L

G

B

T

へ

支

援

的

な

会

社

も

増

え

て

き

て

い

る

と

い

う

明

る

い

情

報

の

提

供

で

あ

ろ

う

。

東

洋

経

済

新

報

社

が

C

S

R

調

査

の

一

環

で

日

本

企

業

に

対

し

て

調

査

し

た

と

こ

ろ

、

グ

ル

ー

プ

の

役

員

及

び

社

員

が

遵

守

す

べ

き

倫

理

規

程

や

社

員

の

行

動

基

準

に

性

的

指

向

や

性

自

認

な

ど

多

様

大学時報s1e  



性

の

尊

重

を

盛

り

込

ん

で

い

る

会

社

（

例

え

ば

S

O

N

Y

、

資

生

堂

、

野

村

グ

ル

ー

プ

な

ど

）

や

、

L

G

B

T

に

関

し

て

何

ら

か

の

ポ

リ

シ

ー

を

も

っ

会

社

は

少

な

く

と

も

一
一

四

社

（

回

答

が

あ

っ

た

六

O

七

社

の

う

ち

）

が

存

在

す

る

と

い

っ

た

情

報

も

、

学

生

に

と

っ

て

励

み

に

な

る

で

あ

ろ

、

っ

。
L

G

B

T
当

事

者

あ

る

い

は

支

援

や

理

解

の

あ

る

社

会

人

に

キ

ャ

リ

ア

メ

ン

タ

リ

ン

グ

セ

ッ

シ

ョ

ン

（

甘

口

U

一
＼
＼

当

者

名

－

m

o

o

E

m

E

m
克

己

的
・

5
汁
＼

2

2

H
＼

E

H・

2
「

N

C

E－

E

E
）

と

い

っ

た

取

り

組

み

も

始

ま

っ

て

い

る

と

い

う

情

報

提

供

も

で

き

る

だ

ろ

う

。

ト

ラ

ン

ス

ジ

エ

ン

ダ

ー

で

あ

る

学

生

の

就

職

活

動

に

お

け

る

困

難

を

少

し

で

も

軽

減

す

る

に

あ

た

っ

て

、

ト

ラ

ン

ス

ジ

エ

ン

ダ

ー

で

あ

る

こ

と

が

学

生

生

活

を

送

る

う

え

で

何

ら

問

題

に

な

ら

な

か

っ

た

こ

と

、

問

題

が

起

こ

っ

て

い

な

い

こ

と

な

ど

を

明

言

し

た

推

薦

状

を

大

学

と

し

て

用

意

す

る

な

ど

の

支

援

は

、

す

ぐ

に

実

施

可

能

な

こ

と

で

あ

る

。

岡

山

教

職

員

に

も

存

在

す

る

L

G

B

T

大

学

の

中

に

存

在

す

る

L

G

B

T

は

学

生

だ

け

で

は

な

い

。

教

職

員

に

お

い

て

も

当

事

者

は

含

ま

れ

て

お

り

、

教

職

員

の

就

業

規

則

や

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

防

止

規

程

に

、

学

生

同

様

に

セ

ク

シ

ユ

ア

リ

テ

ィ

に

つ

い

て

盛

り

込

む

こ

と

も

重

要

な

取

り

組

み

に

な

る

。

ま

た

、

教

職

員

組

合

や

互

助

会

に

お

い

て

、

同

性

カ

ッ

プ

ル

へ

の

結

婚

祝

金

制

度

を

独

自

に

創

設

す

る

な

ど

、

大

学

単

位

で

実

施

可

能

な

支

援

の

あ

り

方

が

あ

る

だ

ろ

う

。

学

生

の

み

な

ら

ず

L

G

B

T
当

事

者

で

あ

る

教

職

員

へ

の

支

援

的

な

姿

勢

を

大

学

と

し

て

明

確

化

か

つ

積

極

的

に

示

す

こ

と

は

、

L

G

B

ま

た

、

ト

白

血

ヲ

ゐ

、

T

学

生

に

も

伝

わ

る

こ

と

と

な

り

、

間

接

的

で

は

あ

る

が

学

生

支

援

の

一

助

に

な

る

。
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F

D
／

S

D

研

修

で

の

取

り

組

み

を

L

G

B

T

学

生

対

応

の

た

め

に

必

要

な

具

体

策

を

細

分

化

し

て

事

前

に

マ

ニ

ュ

ア

ル

化

す

る

こ

と

を

目

指

す

よ

り

も

、

多

様

な

ニ

l

ズ

に

耳

を

傾

け

る

姿

勢

と

そ

の

相

談

窓

口

の

設

置

並

び

に

学

生

へ

の

そ

の

周

知

が

何

よ

り

重

要

で

あ

る

。

当

事

者

の

ニ

l

ズ

は

多

種

多

様

で

あ

る

た

め

、

あ

ら

か

じ

め

用

意

し

た

支

援

の

選

択

肢

に

は

め

込

む

よ

う

な

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

っ

て

は

、

個

別

性

を

重

視

し

た

テ

ー

ラ

ー

メ

イ

ド

な

支

援

の

実

現

に

は

な

ら

な

い

。

理

想

的

な

有

り

様

は

、

大

学

が

L

G

B

T
学

生

を

積

極

的

に

支

援

し

て

い

こ

う

と

し

て

い

る

こ

と

、

L

G

B

T

に

対

す

る

差

別

や

偏

見

を

許

さ

な

い

と

い

う

強

い

姿

勢

を

示

す

こ

と

、

肯

定

的

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

い

く

つ

も

の

方

法

と

機

会

で

も

っ

て

発

信

を

続

け

る

こ

と

で

あ

る

。

同

時

に

、

学

生

生

活

を

送

り

づ

ら

い

と

感

じ

る

と

き

や

困

難

に

直

面

し

た

と

き

は

、

い

つ

で

も

相

談

に

来

る

よ

う

に

と

い

う

サ

ボ

l

テ

ィ

ブ

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

、

教

員

を

は

じ

め

と

し

て

学

内

の

複

数

の

部

局

か

ら

強

く

打

ち

出

す

こ

と

で

あ

ろ

う

。

そ

の

た

め

に

全

教

職

員

で

謀

題

の

認

識

と

共

有

を

図

っ

た

う

え

で

支

援

の

提

供

が

で

き

る

よ

う

、

F

D
／

S

D
活

動

の

一

環

と

し

て

教

職

員

研

修

の

実

施

か

ら

ま

ず

は

始

め

て

み

て

は

ど

う

だ

ろ

う

か

。



当

事

者

の

学

生

が

L

G

B

T

で

あ

る

こ

と

に

起

因

し

た

差

別

や

偏

見

に

さ

ら

さ

れ

る

可

能

性

が

あ

る

社

会

に

出

て

行

く

そ

の

前

に

、

大

学

が

学

生

支

援

の

た

め

に

担

う

べ

き

大

切

な

こ

と

が

あ

る

。

そ

れ

は

、

異

性

愛

で

は

な

い

性

的

指

向

や

性

自

認

で

あ

っ

て

も

人

間

の

存

在

価

値

に

何

ら

関

係

が

な

く

価

値

差

は

一

切

な

い

こ

と

、

差

別

や

偏

見

を

も

っ

社

会

が

あ

っ

た

と

し

て

も

母

校

は

学

生

と

共

に

そ

れ

に

あ

ら

が

う

姿

勢

を

強

く

も

っ

て

い

る

こ

と

、

何

よ

り

当

事

者

と

そ

の

家

族

へ

の

支

援

を

表

明

し

て

い

る

こ

と

、

困

難

に

直

面

し

た

と

き

に

は

在

学

中

・

卒

業

後

で

あ

れ

い

つ

で

も

遠

慮

な

く

教

職

員

に

助

け

を

求

め

て

ほ

し

い

こ

と

、

大

学

が

そ

う

い

っ

た

場

で

あ

ろ

う

と

し

て

い

る

こ

と

を

忘

れ

ず

に

い

て

ほ

し

い

と

い

う

思

い

を

伝

え

続

け

る

こ

と

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

－
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